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給
付
削
減
な
ど
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ

ん

「
来
年
３
月
ま
で
に
定
年
延
長

。
を
！

さ
も
な
く
ば
退
職
給
付
大
幅

増
額
を
！
」
で
す
。

さ
ら
に
「
民
間
と
の
比
較
」
を
言

う
な
ら
雇
用
保
険
で
す
。
民
間
労
働

者
の
場
合
、
再
雇
用
し
て
も
し
な
く

て
も
定
年
退
職
後
に
は
雇
用
保
険

（

）

雇
用
継
続
給
付
ま
た
は
失
業
給
付

を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
失

業
給
付
の
基
本
日
額
は
定
年
前
の
給

料
日
額
が
１
万
５
０
０
０
円
以
上
な

ら
６
７
３
４
円
。
給
付
総
額
は

万
100

円
以
上
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
人

事
院
の
官
民
比
較
調
査
に
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

二
重
に
も
三
重
に
も
道
理
に
合
わ

な
い
「
調
査
」
結
果
と
「
見
解
」
を

許
さ
ず
、
手
当
拡
充
、
定
年
延
長
を

求
め
る
怒
り
の
署
名
に
参
加
く
だ
さ

い
！

民
間
で
は
高
齢
者
雇
用
安
定
法

が

歳
定
年
後
の
従
業
員
の
再
雇
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用
を
企
業
に
義
務
付
け
、
再
雇
用

希
望
者
の
雇
用
は
ほ
ぼ

で
す
。
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し
か
し
私
た
ち
道
立
学
校
で
働

そ
も
そ
も

今
回
の
調
査
は

異

、

「

次
元
の
金
融
緩
和
」
な
ど
破
綻
し

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
膨
張
す
る
借

金
の
「
ツ
ケ
」
払
い
の
よ
う
に
年

金
や
生
活
保
護
、
社
会
保
障
予
算

な
ど
の
削
減
を
す
す
め
る
安
倍
政

権
が
、
膨
れ
上
が
る
国
民
の
不
満

の
矛
先
を
公
務
員
給
与
削
減
で
か

わ
そ
う
と
い
う
思
惑
で
政
権
が
人

事
院
に
強
い
た
も
の
で
す
。
５
年

前
の
調
査
以
来
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
下
で
民
間
給
与
が
伸
び
る
ど
こ

ろ
か
逆
に
減
っ
て
い
る
失
政
の
結

果
と
不
満
を
か
わ
す
た
め
、
公
務

員
給
与
に
そ
の
矛
先
を
向
け
る
な

ど
本
末
転
倒
の
極
み
で
国
民
経
済

へ
の
悪
影
響
は
必
至
で
す
。

人
事
院
は
、
官
民
比
較
調
査
で

民
間
の
退
職
給
付
が
公
務
を
下
回

っ
た
理
由
に
つ
い
て
「
投
資
の
低

迷

「
金
利
低
下
」
に
よ
る
民
間
企

」
業
の
運
営
環
境
の
悪
化
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
民
間

退
職
給
付
を
押
し
下
げ
る
結
果
に

４
月

日
、
人
事
院
は
政
府
に
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対
し
、
同
院
が
行
っ
た
退
職
給
付

の
官
民
比
較
調
査
結
果
を
提
出
。

公
務
員
の
退
職
給
付
に
つ
い
て

公
「

務
が
民
間
を

％
上
回
」
っ
て
お

3.08

り

「
官
民
均
衡
の
視
点
か
ら
退
職

、
給
付
水
準
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

」

「

」

う
こ
と
が
適
切

と
す
る

見
解

表
明
を
行
い
ま
し
た
。

万
円
を
超
え
る
道
職
員
、
教

400
職
員
の
退
職
給
与
大
幅
削
減
か
ら

わ
ず
か
５
年
。
地
方
公
務
員
に
も

た
だ
ち
に
影
響
す
る
も
の
で
、
経

過
措
置
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
退

職
金
再
削
減
な
ど
絶
対
許
せ
ま
せ

ん
。
公
務
員
に
は
雇
用
保
険
が
な

い
こ
と
や
、
道
内
で
は
退
職
教
員

の
５
、
６
割
し
か
再
任
用
で
き
て、

い
な
い
実
態
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば

官
民
比
較
は
ま
っ
た
く
逆
の
結
果

に
な
り
ま
す
。

全
教
が
す
す
め
る
「
退
職
手
当
の

拡
充
を
求
め
る
要
求
署
名
」
や
定

年
延
長
即
時
実
施
を
求
め
る
政
府

交
渉
に
全
道
の
職
場
か
ら
声
を
集

中
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
破
綻
の
し
わ
寄
せ

な
っ
た
と
自
ら
認
め
て
い
る
の
で

す
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
政
権
言
い
な
り
の
「
調

査
」
や
「
見
解
」
表
明
を
行
わ
さ
れ

た
人
事
院
の
独
立
性
放
棄
の
問
題
は

も
と
よ
り
、
最
悪

万
円
も
の
退
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職
給
付
削
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
官

民
比
較
調
査
そ
の
も
の
に
大
き
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
退
職
給
付
が
給
与
の

後
払
い
分
と
し
て
の
性
格
と
と
も
に

定
年
退
職
後
の
生
活
設
計
を
支
え
る

生
活
給
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
当
然
、
定
年
退
職
後

の
「
雇
用
と
年
金
の
接
続
」
が
一
体

の
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
人
事
院
調

査
は
そ
れ
を
欠
い
て
い
ま
す
。
全
教

も
参
加
す
る
公
務
労
組
連
と
の
交
渉

で

「
定
年
延
長
と
合
わ
せ
て
検
討

、
す
べ
き
」
と
求
め
ら
れ

「
政
府
と

、

協
議
中
」
と
は
言
う
も
の
の
、
一
旦

は
自
ら
政
府
に
求
め
た
定
年
延
長
の

意
見
（

年
）
が
無
視
さ
れ
て
い

2012

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
退
職
給
付
削
減

だ
け
を
政
権
の
意
向
通
り
に
見
解
表

明
し
た
「
片
手
落
ち
」
を
問
わ
な
い

わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。

く
教
職
員
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
「
退

職
の
翌
日
に
再
任
用
す
る
も
の
と
す

る
」
と
す
る
閣
議
決
定
（
２
０
１
３

）

（

）

年
３
月

や
総
務
副
大
臣
通
知

同

に
も
関
わ
ら
ず
、
道
立
高
校
の
教
諭

の
再
任
用
は
希
望
し
た
教
員
の
６
～

８
割
。
定
年
退
職
者
の
う
ち
再
任
用

さ
れ
た
率
で
は
４
～
５
割
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
定
年
を
迎
え
た
教

員
に
対
し
都
市
部
と
郡
部
の
人
事
異

動
促
進
を
目
的
と
し
た
２
０
０
５
年

の
通
知
（
教
職

号
）
を
機
械
的
に
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当
て
は
め
、
異
動
を
求
め
る
こ
と
で

「
辞
退
」
さ
せ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で

す
。来

年
の
定
年
退
職
者
は

歳
に
な
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ら
な
け
れ
ば
年
金
の
報
酬
比
例
部
分

(

半
額
給
付)

も
始
ま
ら
ず
、
最
大
３

年
間
無
収
入
に
な
り
ま
す

「
定
年

。

後
の
生
活
を
支
え
る
生
活
給
」
と
し

て
の
役
割
を
問
う
な
ら

「
再
任
用

、

で
き
な
い
」
実
態
を
無
視
し
た
退
職

実
態
無
視

民
間
比
較

の

Ⅰは、安倍晋三内閣総理大臣宛、

、 、 。②は 人事院宛 の２つの署名です

毎年８月、人事院は、政府に対す

る「人事院勧告」を行います。従っ

「 」て７月までに私たちの要求を 署名

の形で示し 「中央交渉団」に託す、

ことがもっとも大きな力となりま

。 。す 署名集約を７月１８日とします

「７・２１中央行動」において、北

海道代表団が提出します。

中央行動代表派遣のための「夏季

闘争カンパ」にもご協力ください
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す
」
の
訴
え
に
足
を
止
め
る
人
も
。

北
海
道
合
唱
団
の
歌
声
に
拍
手
を
す

る
人
な
ど
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
ま

し
た
。

、「

」

毎
年
夏
・
冬
２
回

は
ば
た
き

な
ど
を
通
し
て
、
教
職
員
の
み
な
さ

ん
に
「
闘
争
・
平
和
カ
ン
パ
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。み

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
カ

ン
パ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賃
金
闘

争
は
じ
め
生
活
権
利
を
守
る
た
め
の

と
り
く
み
は
じ
め
憲
法
平
和
・
教
育

研
究
活
動
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

特
に
、
み
な
さ
ん
へ
で
き
る
だ
け

情
報
提
供
も
し
た
い
と
考
え
、
こ
の

「
は
ば
た
き
」
は
、
約
５
０
０
０
名

い
る
札
幌
・
石
狩
の
全
教
職
員
へ
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
退
職
金
削
減
反
対
・

ま
と
も
な
再
任
用
制
度
等
を
求
め
る

と
と
も
に
、
原
水
禁
世
界
大
会
へ
の

代
表
派
遣
、
さ
っ
ぽ
ろ
フ
ェ
ス
タ
な

ど
の
市
民
と
の
共
同
し
た
教
育
研
究

集
会
な
ど
に
も
と
り
く
み
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

、

。

ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

５
月

日
（
土
）

20

10

時
に
幹
線
（
礼
文
～
東

京
）
コ
ー
ス
は
野
幌
百

年
記
念
塔
で
江
別
原
水

協
か
ら
引
継
ぎ
、
２
０

㌔
の
札
幌
平
和
行
進
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。、

途
中
白
石
区
内
で
は

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
宣
伝
カ
ー

か
ら
「
核
兵
器
は
い
り

ま
せ
ん

「
広
島
、
長
崎

」

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
ま

」

。

し
た

と
訴
え
ま
し
た

、

一
緒
に
訴
え
た
母
親
は

戦
争
は
い
や
。
二
度
と

繰
り
返
し
た
く
な
い
。

核
兵
器
を
な
く
そ
う
と

運
動
し
て
い
る
自
分
の

姿
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

い
え
た
い
。
子
ど
も
の

成
長
に
合
わ
せ
て
原
稿

を
つ
く
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
高

教
組
札
幌
支
部
は
、
一

条
大
橋
河
岸
公
園
か
ら
札
幌
駅
ま
で

行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

北
区
コ
ー
ス
は
麻
生
北
公
園
か
ら

出
発
し
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
は
で
き

な
い
け
れ
ど
歌
声
で
平
和
行
進
に
参

加
し
よ
う
と
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

伴
奏
で
「
お
り
鶴

「
青
い
空
は
」

」

「
若
者
た
ち
」
な
ど
手
話
コ
ー
ラ
ス

も
交
え
て
賑
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

網
の
目
の
手
稲
コ
ー
ス
は
、
自
分

の
町
か
ら
歩
き
た
い
と
今
年
で
５
周

年
。
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
平
和
行
進

へ
の
参
加
・
協
力
の
申
し
入
れ
や
募

金
を
訴
え
ま
し
た
。
行
進
に
は
120

人
以
上
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
北

口
で
は
コ
ー
ル
し
た
り
署
名
行
動
も

行
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
南
口
広
場

で
夕
方
、
札
幌
の
集
結
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
北
海
道
被
爆
者
協
会
の
長

井
文
雄
さ
ん
が
「
私
は
、

歳
で

10

被
爆
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
核
兵

器
を
な
く
さ
な
い
と
。
死
ぬ
ま
で
核

兵
器
を
な
く
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま

一
昨
年

万
円
以
上
削
減
さ
れ
た

400

退
職
金
が
さ
ら
に

万
円
以
上
削
減
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さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
皆
さ

ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は

そ
ん
な
人
身
御
供
的
な
公
務
員
の
立

場
に
抵
抗
す
る
た
め
に
ア
リ
の
一
穴

に
で
も
な
れ
ば
と
行
動
し
て
い
ま

す
。５

月

日
は
「
最
低
賃
金
の
引
き

25

上
げ
、
全
国
一
律
最
賃
制
度
確
立
、

公
務
員
賃
金
の
改
善
・
退
職
手
当
改

」「

、

悪
阻
止

労
働
法
規
制
緩
和
反
対

長
時
間
残
業
是
正
、
非
正
規
労
働
者

の
均
等
待
遇
実
現

「
安
保
法
制
・

」

共
謀
罪
・
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
反

対
」
な
ど
、
私
た
ち
労
働
者
の
よ
り

良
い
人
間
的
な
生
活
を
求
め
て
、
人

、

、

、

事
院

厚
生
労
働
省

内
閣
人
事
局

首
相
官
邸
の
前
で
訴
え
ま
し
た
。

日
は
、
全
国
高
校
懇
談
会
で
教

26
育
課
題
を
全
国
か
ら
集
め
学
習
し
、

国
会
の
動
向
も
学
習
し
な
が
ら
文
部

科
学
省
、
防
衛
省
、
厚
生
労
働
省
、

日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
会
議
員
、

知
事
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
に
「
は
い
、
そ

う
で
す
か

」
と
聞
い
て
く
れ
る
は

。

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
繰
り
返
し
訴

え
続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
公
務

員
と
い
う
こ
と
で
当
た
り
前
の
よ
う

に
国
民
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
の

も
と
に
政
府
の
思
い
通
り
に
給
与
、

手
当
を
削
減
さ
れ
続
け
て
も
、
あ
し

た
の
ジ
ョ
ー
の
ノ
ー
ガ
ー
ド
戦
法
の

よ
う
に
黙
っ
て
打
た
れ
続
け
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
！
忙
し
い
毎
日
の
な
か

、

、

で
す
が

私
た
ち
自
身
は
も
ち
ろ
ん

子
ど
も
た
ち
の
世
代
が
幸
せ
に
働
け

る
世
の
中
の
た
め
に
、
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
「
数
を
力
に
」
す
る
た
め
一

歩
、
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

札
幌
支
部
支
部
長

（
手
稲
養
護
学
校
）
桑
原
岳
夫

今
年
の
原
水
禁
世
界
大
会
代
表
派
遣
は
、

長
崎
大
会

（
８
月
６
日
～
１
０
日
）

１
９
５
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
原
水

禁
世
界
大
会
。
今
年
で

年
目
。
広
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島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

年
72

目
の
夏
。
い
ま
世
界
は

「
核
兵
器

、

禁
止
条
約
」
に
向
け
討
議
が
行
わ

れ

、
７
月
ま
で
に
も
「
条
約
案
」

、
が
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
画
期
と
な
る
年
の
世
界
大
会
で

す
。
今
年
の
派
遣
は
、
長
崎
大
会
で

す
。
札
幌
支
部
か
ら
は
、
毎
年
１
～

２
名
の
代
表
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
末
ま
で

に
、
札
幌
支
部
へ
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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「
映
画
『
校
庭
に
東
風
吹
い
て
』

」（

）

観
る
会

代
表

小
西
博
光
さ
ん

か
ら
、
こ
の
映
画
の
協
力
依
頼
が
あ

り
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
映
画
は

《
場
面
緘
黙
（
か

、

ん
も
く
）
症

》
の
心
に
悲
し
み
を

抱
え
た
少
女
、
貧
困
か
ら
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
す
少
年
の
絶
望
と
苦

し
み
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
困
難
に

寄
り
添
い
、
子
ど
も
と
共
に
生
き
、

子
ど
も
へ
の
愛
情
を
貫
い
た
教
師
、

三
木
知
世
の
感
動
の
物
語
で
す
。
教

師
を
演
じ
る
の
は
「
科
捜
研
の
女
」

シ
リ
ー
ズ
で
活
躍
中
の
沢
口
靖
子
さ

ん
で
す
。
詳
細
は
、
分
会
へ
送
っ
た

チ
ラ
シ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

こ
の
映
画
は
、
昨
年
９
月
に
封
切

り
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道
札
幌
で

は
観
賞
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
今
日

に
至
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
過
度
な
競
争
」
が
強
い
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
ゆ
っ
た
り
で
き
な
い
学

【日 程】６月１８日（日）10:00～16:00
10:00~12:00◎第１部

10:10~12:00《講演》

「どこから始める学校づくり」

講師 福井雅英さん（滋賀県立大学 特任教授）

福井先生は、中学校教師を約 年勤められ、その後北海道20

教育大学教職大学院の大学院長など、北海道の多くの教師を

支援してこられました。近年では札幌市の中学生の自死の調

査委員会の委員長として真相究明に大きな役割を果たされま

した。これらに共通する「安心と自由の学校づくり 「子ど」、

も理解のカンファレンス （著書）の考え方はこれからの高校」

教育、若者の社会的自立の支援には不可欠ではないでしょう

か。基調な機会をお聞き逃しなく！）

･･･昼食休憩･･･

13:00~◎第２部

《パネルディスカッション》

「私たちの学校づくり」

パネラー

本多由紀子さん 加藤陽喜さん

丸山 稔さん

◎ところ：高等学校教職員センター４階大会議室

◎参加費：無料です

＊どなたでも自由に参加できますが、申込は各学

校分会もしくは札幌支部まで。

職場の教職員の皆さん、こんにちは。

「共通理解のもとで学校が一丸となってとりくま

なくてならない」など、最近この「共通理解」と

いう言葉が学校現場では踊っています。一見、真

っ当なことを言っているように思えますが、実は

「共通理解」という言葉が「先生」個人の主体性

を縛り 「決められたことをやるのが当たり前」、

だと思いがちです。

しかし 「先生」とはそんな仕事でしょうか。、

目の前の生徒にとって大切だと思うことに取り組

んだり、創意工夫ある教育活動を行ったり、先生

や生徒の主体的な活動の場こそが学校ではないで

しょか。

福井先生のお話を聞きながら、また、午後はパ

ネラーの３人とそれぞれの学校の現状についての

報告を聞きながら、明日からの学校作りのヒント

になることを考えてみませんか？

ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしています。

校
家
庭
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
、
子
ど

も
も
大
人
も
心
地
よ
い
居
場
所
づ

く
り
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
中

「
校
庭
に
・
・
・
」
上
映
会

、

は
、
あ
ら
た
め
て
心
が
洗
わ
れ
る

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
紹
介
す
る
次
第
で
す
。
上
映

会
に
あ
た
り
、
北
海
道
・
北
海
道

教
育
委
員
会
・
札
幌
市
・
札
幌
市

教
育
委
員
会
が
名
義
後
援
、
全
国

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
の
特
別
推
薦

https://www.youtube.com/watch?v=B6yrKkKzVbo
上記から、予告編が観ることができます。

が
あ
り
ま
す
。

上
映
会
は
、
７
月

日
23

（
日

、
札
幌
プ
ラ
ザ
２

）

・
５
（
狸
小
路
５
丁
目
）

に
て
、
４
回
上
映
。
チ
ケ

ッ
ト
は
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

（
大
丸
藤
井
・
道
新
・
教

文
・
サ
ン
ピ
ア
ザ

、
札

）

幌
支
部
等
に
あ
り
ま
す
。
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上
に

「
地

、

域

や

保

」

「

護
者

「
組

」

」

合
の
活
動

な

ど

に

も

積

極

的

に

係
わ
る

開
「

か

れ

た

教

師

」

と

し

て

の

姿

が

語

ら

れ

ま

し
た
。

加
さ
れ
た
青
年
教
員
か
ら
の
報
告
会

も
開
催
さ
れ
、
例
年
に
増
し
て
若
い

活
気
の
あ
る
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。初

日
は
、
倶
知
安
高
校

木
谷
弥

彦
先
生
の
「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
に

笑
顔
で
教
員
生
活
を
送
る
に
は
」
と

題
し
た
講
演
で
し
た

「
授
業

「
担

。

」

任

「
部
活
」
と
、
教
師
と
し
て
の

」
基
本
項
目
に
原
則
的
に
と
り
く
ん
だ

理
解
を
得
る
た
め
の
根
回
し
の
上
手

。「

」「

」「

」

さ
で
す

家
庭

学
校

趣
味

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
自
分
も
生
徒

も
家
族
も
大
切
に
す
る
「
木
谷
式
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
は
常
人
に

は
そ
の
ま
ま
真
似
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
多
忙
を
極
め
る
私
た
ち
に
希
望

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夕
食
を
挟
ん
で
夜
は
「

ゆ
い
ま

『

』

」

。

ー
る

報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

若
い
２
人
の
先
生
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
る
写
真
を
使
い
な
が

ら
の
報
告
。
辺
野
古
や
ヘ
リ
パ
ッ
ド

の
反
対
運
動
な
ど
を
実
際
に
目
の
当

た
り
に
し
た
体
験
は
、
今
後
の
教
師

生
活
の
大
き
な
視
座
と
な
っ
た
こ
と

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

発
表
後
は
、
交
流
会
が
未
明
ま
で

尽
き
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。

翌

日
の
午
前
は
、
全
教
共
済
担

28

当
の
更
科
さ
ん
か
ら
全
教
共
済
の
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

説
明
で
、
全
教
共
済
の
財
政
基
盤
の

確
か
さ
や
補
償
の
確
実
さ
が
他
共
済

や
民
間
保
険
よ
り
優
っ
て
い
る
こ
と

、

。

が
語
ら
れ

安
心
感
が
増
し
ま
し
た

交
流
が
深
ま
り
、
次
年
度
以
降
更

な
る
広
が
り
を
期
待
し
た
い
「
は
る

が
く
」
と
な
り
ま
し
た
。

当
番
支
部
と
し
て
開
催
に
尽
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
小
樽
支
部
の
先
生

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

札
幌
支
部
副
支
部
長

（
有
朋
高
校
）
熊
木
啓
二

５

月

日

27

（
土
）
大
雨

降
る
中
、
障

害
児
学
校
部

春
の
学
習
交

流
集
会
が
厚

別
区
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催。

さ
れ
ま
し
た

今
年
は
障
害

児
学
校
部
の

人
気
者
、
三

木
裕
和
先
生

（
鳥
取
大
学

教
授
／
）
を

お
招
き
し
て

の
、
な
ん
と

も
贅
沢
な
春

学
で
す
。
三
木
先
生
に
は
１
月
に
開

催
し
ま
し
た

「
全
国
学
習
交
流
集

、

会
」
で
の
講
義
を
受
け
持
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

の
大
盛
況
ぶ
り
！
今
回
も
全
道
各
地

か
ら
若
者
と
ち
ょ
っ
と
前
の
若
者
が

名
以
上
集
い
ま
し
た
。

70
午
前
も
午
後
も
三
木
先
生
の
、
事

例
を
も
と
に
し
た
講
演
で
し
た
。
結

構
長
い
！
？
と
思
い
き
や
、
ま
じ
め

な
話
も
な
ぜ
か
面
白
く
な
っ
て
し
ま

う
巧
み
な
話
術
！
や
っ
ぱ
り
飾
ら
な

い
実
践
の
話
は
面
白
い
で
す
ね
。
本

当
に
校
長
先
生
！
？
と
い
う
よ
う
な

失
敗
談
や
笑
え
る
本
音
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
せ

め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
安
心
で
き

る
学
校
な
の
だ
ろ
う
な
、
と
感
じ
ま

し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
褒
め
方

の
話
。
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め

に
、
大
き
な
こ
と
か
ら
小
さ
な
こ
と

ま
で
た
く
さ
ん
褒
め
る
、
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
褒
め
方
も
発

達
段
階
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
形
成
的
評
価
が
で

き
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
大
切
だ
そ

う
で
す
。
子
ど
も
の
顔
が
思
い
浮
か

び
ま
し
た
ね
。

講
演
と
講
演
の
合
間
に
は
１
時
間

ほ
ど
時
間
を
設
け
、
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
意
見
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
三
木
先
生
の
話
を
聴
い
て
思
っ

、

、

た
こ
と
や
自
分
の
学
校
の
話

思
い

疑
問
・
・
・
な
ど
な
ど
、
時
間
の
経

過
と
共
に
会
場
も
ホ
ッ
ト
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
続
い
て
行
わ
れ
た
二
部

（
夜
の
部
）
も
さ
な
が
ら
実
践
交
流

会
！
お
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
「
子
ど

も
は
矛
盾
の
中
に
生
き
て
い
る
の

さ
！
」
な
ん
て
ま
じ
め
な
話
も
、
こ

れ
ま
た
楽
し
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
い
先
生
か
ら
「
〇
〇
先
生
に
声
を

掛
け
て
も
ら
っ
て
、
本
当
に
感
謝
し

」

、

て
い
ま
す

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来

年
も
誘
わ
な
く
ち
ゃ
！
！

今
年
も
札
幌
支
部
と
は
同
日
開
催

だ
っ
た
た
め
に
そ
ち
ら
の
方
に
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
札
幌
市

外
か
ら
高
校
の
先
生
も
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
び
の
場
は
い
つ
も

元
気
を
も
ら
え
ま
す
。
今
回
の
春
学

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と

晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
で
月
曜
日

学
校
へ
行
き
、
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち

を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

札
幌
支
部
障
害
児
学
校
部
部
長

（
札
幌
伏
見
支
援
学
校
）
小
林
勢
子

回
と
回
を
重
ね
た

38
「
は
る
が
く

（
道
央

」

ブ
ロ
ッ
ク
）
が
小
雨
降

る
、
小
樽
天
狗
山
山
麓

館
で

日
・

日
開
催

27

28

さ
れ
ま
し
た
。
新
卒
１

〜
２
年
目
の
若
い
先
生

の
参
加
に
加
え
、
沖
縄

で
の
教
職
員
の
集
い

「
ゆ
い
ま
ー
る
」
に
参

私
が
一
番
驚
い
た
の
は
「
趣
味
の

徹
底
」
や
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
上
手

さ
」
で
し
た
。
木
谷
先
生
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
の
「
世
界
選
手
権
」
出
場

（
ス
キ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
マ

）

，

ス
タ
ー
ズ

や
４
日
間
自
転
車
で
１

３
３
０

を
走
破
し
た
「
ブ
ル
べ
北

km

海
道

、
更
に
は
羊
蹄
山
４
コ
ー
ス

」

連
続
登
山
を

時
間
で
成
し
遂
げ
た

18

”
超
人
”
ぶ
り
に
は
た
だ
た
だ
驚
く

ば
か
り
で
し
た
が
、
見
事
な
の
は
、

そ
の
た
め
の
入
念
な
準
備
と
周
囲
の




